
 

＜別紙＞ 情報提供様式 
 

① 事例名 

勤務時間の意識付け 

②学校名 

大津市立小野小学校                      連絡先 077-594-2300 

③取組分野（複数選択可） 

☑教員業務支援員（ｽｸｰﾙ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ）の効果的な活用事例 

☑勤務時間の意識づけに関する取組 

☑校務分掌 （業務の平準化、業務削減等） に関する取組 

☑外部人材の活用 （スクールロイヤー・民間人材の活用等、コミュニティ・スクール、地域学校協働本部、地域ボランティア等含む） に関する取組 

④直面していた課題（取組前の様子） 

・4月は、時間外勤務が80時間を超える教員が35％、そのうち１人は１００時間を超えていた。 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥参考となる写真や資料を添付 

 
・働き方改革委員会で教員同士が話し合い、健康促進日を決
めてみんなで守る。 

 
・学級通信の廃止。 
 
・スクサポさんに配布物（印刷・仕分け）、ポスター貼り、教材
作り、トイレの消毒等依頼。 

 
・地域共同推進委員さんに地域の配布物依頼。 
 
・成績の直前の週には会議を入れない。 
 
・会議の開始時刻、終了時刻を設定して守る。 
 
 
 取組のポイント 
 
・スクサポさんの判断に任せられるところは任せる。 
・決めたことは守る。 
 

 

 

⑦取組の成果 

 
・5月、6月、7月、10月、11月、12月は、昨年より平均超過
勤務時間が減った。 

 
 
成果のポイント 
 

・時間は無限ではないという認識。 
自分の時間も他人の時間も大切にする意識を教職員発信

で共有する。 
 
・今年度の取り組みが、次年度へ影響する。どの年度、誰が担
当しても継続的にできる取り組みにすること。 

 
 
 
 


